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商標について 
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Power Console 円 us は、米国 American Megatrends, Inc. の商標でず。 

記載の会社をおよび商品名は各社の商標または登録商標です。 
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( 己）運用した結果の影響については (4 ) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承 < ださい。 
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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ•ワークスてーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

本書はサーバ管理ユーテイリテイ rESMPRO®/Se 「 ve 「 Manage 「 Ver. 3.8」について説明していま 
す。 


Express シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用じなる前に本書をよくお読 
みになり、ユーティリティを正しくお使いになるようお願い申し上げます。 

本書での内容は 、 Windows 2000や Windows NT、Windows 95/98/ Me の機能や操作方まにつ 
いて十分に理解されている方を対象に説明しています 。 Windows 2000や Windows NT 、 Win ¬ 
dows 95/98に関する操作や不明点については、を OS のオンラインヘルプなどを参照してくださ 
い。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□ホを示します。 


因 


Q 

チェック 


国 

ヒント 


ユーティリティや装置を取り扱う上で守5なければな5ない事柄や特に注意をすべき点を 
のしが9 。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」じ記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

に8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ESMPRO について 


ESMPRO ® は Express サーバの管理を行うユーティリティソフトウエアです。このソフトウエアは 
各種モデルに関係なくすベての Express 5800シリーズ製品に添付の CD - ROM に入っています。 
Express サーバ/ワークステーションの信頼性をさらに向上させるためにもインス I -ールしておく 
ことをお勧めします。 

ESMPRO を利用するにあたり、本書で説明されている内容をよく読んでください。また、 
ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーパシステムを構築する場合は別売の 「ESMPRO 
システム構築ガイド Ver . 2.0 ( UL 9005 -201) 」を参照してください。この説明書は ESMPRO 製品を 
システムで活用するためのガイドです。なお、インス!-ール後の運用を意事項じついてはアプリ 
ケーションのオンラインマニュアルにも記載しています。必要に応じて参照してください。 

ESMPRO は、 Express 5800シリーズ製品上で動作する^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」と管理コン 
ピュータ上で動作する「[31\/1ド民0/56「ソ6「1\/13則96「」の2っのューティリティから構成されます。 


rESMPRO / ServerManager 」は管理コンピユータにインス I ルします。管理コンピユータは 
Windows 2000 、 Windows NT 4.0、または Windows 95/98/ Me が動作しているコンピュータ 
でなければなりません。 


• ESMPRO/ServerManager を Express サーバ/ワークステーシヨン本体にインストールしてもか 

まいません。 

ヒント 

参 本装置では Remote Wake Up 機自長 (Wake On Lan) を使用して、 ESMPRO/ServerManager マシ 

ンからサーバの電源投入 (Remote Wake Up 機能）を行うことができます。この機能を使用する 
ためには、 ESMPRO/ServerManager マシン上のオペレーシヨンウィンドウで監視が象サーバ 
のプロパティ画面を起動し、 Remote Wake Up 機能 MAC ァドレスと Remote Wake Up 機能 IP 
ブロードキャストアドレスに値を設をする必要があります。詳細については、 Remote Wake 
Up 機能のオンラインヘルプを参照してください。 
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動作環境 


ESMPRO を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りです。 

Klj 製品ライセンスについて 

信^ ESMPRO/ServerMana 呂 er は、 Windows 2000、 Windows NT 4.0、Windows 9 己/ 98/ 
Me 上で動作しますび、1ラィセンスにっき、1っの05上でのみ使用巧能です。 


• ノ、ードウエア 

-インス!ルする装置 本装置または他の Express 5800/50、100シリーズ 

NEC PC 98- NX シリーズ 
NEC PC - 9800シリーズ 
PC / AT 互換機 

(Pentium llti 上のマイク□プ□セ、ソサを推奨） 

-メモリ OS の動作に必要なメモリ十 20 M 目じ(上 

-八ードディスクの空き容量 TOM 目 W 上(詳細については3ページを参照） 


• ソフトウェア 


• 推奨管理台数 


Windows Me 
Windows 98 
Windows 95 
Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4 U ±) 



• Windows 9 曰/ 98/Me 上では、 Systems Man- 
a 呂 ement Server(SMS) および ARCserve との 
連携機能は使用できません。 

• Windows NT Server 4.0 Terminal Server 
Edition および Windows 2000 Server, Ad¬ 
vanced Server の夕ーミナルクライアント上では 
ESMPRO/ServerMana 呂 er は動作しません。 


1つの[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/13り396「で管理できるサーバの台 
数に制限はありませんが、運用 上、 管理できる サーバの台 
数の目安として、 W 下の値を参考としてシステムを構築し 
てください。ただし、システムじ搭載しているメモリ容量 
や ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と同時に動作させるアプリ 
ケーシヨンの 有無に よって 管理できる サーバの 台数が減少 
する場合があります。 

Windows 2000 /Windows NT : 250台程度 

Windows 95/98/ Me : 100台程度 
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セットアップを始める前に 


インストールならびじセツトアップの前に必ずお読みください。 


ネットワークサービスの 設定 

プ日トコルは TCP/IP を使用します。 TCP/IP が正常に動作するように設定を行ってください。 
NetWare サーバの管理を行う場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するために必要 
なプ〇トコルの設をを行ってください。 


セ丰ュリティの設定 〜 ESMPRO ユーザー グループの設定〜 

• Windows NT 4.0 で動作するコンピュータにインス I -ールする場合 

管理ツールのにーザマネージャ]で[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「を使用するためのセキュリティ 
として ESMPR 0 ユーザーグループを 追力□する必要があります。 

• Windows 2000 で動作するコンピュータにインス I ルする場合 

管理 ツー ルの ロン ピューターの 管理]- [日ーカル ユー ザーとグループ H グルー スで ESMPR 0/ 
ServerManager を使用す るた めのセキュリティとして ESMPR 0 ユーザーグループを追 力□する 
必要があります。 

これらの場所で設定したグループを（デフオルトは 「 NvAdmin 」） をインス I -ール時に指定してくだ 
さい。 


a ESMPR0 ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録する場合は、同じ名前の□一カルグ 
ループび存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラの場合は必ず 
グ□ーバルグループを指定ずるようにしてください。 


インストール時に必要なディスク容量の確認 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「をインス I -- ルする八ードディスクには、約 70 M 目の容量が必要で 
す。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズによって実際に必要なディスク容量は変 
化しますのでを意が必要です。 

またインス I -ール時には、上記のディスク容量に力□えて環境変数 TEMP で示されるディレクトリじ 
作業用ファイル(約 1 0 MB ) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設定されていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレクトリ）に 
作業ファイルが作成されます。 
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運用中に必要なディスク容量の確認 


インス I -ール時に指をしたディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。デフォル 
卜では、システムドライブの r ¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO 」 が設走:されています。 

運用時に追力□されるファイルにはじ(下のものがあります。必要となるディスク容量を計算するとき 
の目安じしてください。 

• 統計情報自動収集 

対象サーバじ ESMPRO/ServerAgent Ver . 3.0 W 降がインス I -- ルされている場合は1回の情報 
収集につき約 20 K 巨のディスク容量が必要です。 

対象サーバに ESMPRO/ServerAgent Ve 「.2.6 J ： i 前がインス I -- ルされている場合は1サーパに 
つき約 1 MB のディスク容量が必要です。 

• アラート情報 

アラート1件につき、約 1 K 目のディスク容量が必要です。 

• その他 


オペレーションウインドウ上に登録されたサーバの管理のために上記じ(外に約 10 M 巨のデ イス 
ク容量が必要です。 


旧パ’ージョンの ESM ( PRO )/ ServerManager がすでにインス I — ルされ 
ている場含 

ESM/ServerManager Ver . 2.0/2.1. または ESMPRO / ServerManagerVer . 2.6/3.0〜 3.7 がイン 
ス I ―ルされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 にアップデートインス I ―ルする 
ことができます。ただし、 Ve 「.2.6 J ： i 前の[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の場合は、アラートデータが 
引き継がれません。 

上記]: i 外のバージョンの ESMPRO / ServerMamge ^ s^VX I ルされている場合は、対応する 
バージョンのセツトアッププ□グラムを使用してアンインス I -ールした後にインス I -ールをしてく 
ださい。 


他の ESMPRO 製品を同じマシンにインス I -ールずる場合 

他の ESMPR 0 製品の中には、インストール時に、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「に含まれるコンポー 
ネント（統合ビューアなど）との連携情報を登録するものがあります。 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「を後にインス I ルするとこの連携情報が登録されないことになるた 
め、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のィンストールを先に行ってください。 
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最大レジストリサイズの設定 

Windows NT Works ね tion で動作するコンピュータにインストールする場合には、レジストリサ 
イズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを 12 M 巨程度に変更してく 
ださい。最大レジストリサイズは、[コント□ールパネル]の[システム]で変更できます。 

ただし、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス I — ル中にレジストリクォー タ 不足のメ、ソセージが 
表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その後、 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインストー ルして、再度 [51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をインス 
卜ールしてください。 
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インストール 


Alert Manager Socket(RJ Se... 


il 

刷を 

剛台 

剛台 

剛台 

剛台 

開化 


Dmi Event Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


サービスち曲） 


ストげが 


停止の 


閉じるが 


ヘルフ•也） 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のィンス I ルは EXPRESSBUILDER のマスターコント□-ルメ 
ニューから行います。 


インストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 


Windows 95/98/ Me の場合 

すでに ESMPRO / Netvisor がインス I -- ル済みである場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のイン 
ス I -- ルを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor のサービスを停止させてください。 
サービスの停止を行わなくてもインス!-ールできますが、セットアッププ□グラムの起動にかなり 
の時闇がかかることがあります。 

/ スタートボタンか 5 、 [ プ □ グラム ]- [ESMPRO] の順でポイントし、 [ サービス制御 ] 
をクリックする。 

[サービス制御]ダイア□グボックスが表示されます。 

P 一覧に表示されているすべての 
サービスを停止させる。 


Windows 2000 /Windows NT 4.0の場合 

すでに存在するディレクトリじインストールする場合、そのディレクトリじ ESMPR 0/ 
56「ソ6「1\/13り396「が動作するのに必要なアクセス権が設定されていないと正常に動作できなくなリ 
ます。 

存在しないディレクトリに ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をインス I -- ルする場合は次のアクセス権 
がインストーラじよって鼓をされます。 

Administrators Full Control ( AII )( AII ) 

Everyone Read ( RX )( RX ) 

NvAdmi が Full Control ( AII )( AII ) 

SYSTEM Full Control ( AIIXAII ) 

* インストール時(こ指定した ESMPRO ユーザグループ名となります。 


サ-ピス制怖! 


インストール前の注意事頃 


孰訪訪孰勤訝 
QiHin 白白白白白 '00 
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アップデートインス I ルについて 


すでに ESMPRO / ServerManage^VVX I ―ル 
されている場合は、システムの調査終了後にちの 
メッセージが表示されます。画面の指示に従って 
処理してください。 

なお、上記じ(外のバージョンがインストールされ 
ている場合にはアップデートインストールは行え 
ません。対応するバージョンのセットアッププ〇 
グラムを使用してアンインストールした後にイン 
ス I '''ールを行ってください。 


皆 


驟瓣嫌盤结搞解、ます。 



いし 1 月 : (.N)j 


インストール手順 


7 Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場 S ホ、 Administrators 権限を持つユーザー 
で □ グオンする。 

P CD-ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD-ROM ドライブにセツトする。 

P 本体に接続された CD-ROM ドライブ、またはネットワーク上で共有された CD-ROM ド 
1^ ライブでもかまいません(じ(下、これらをまとめて 「CD-ROM ドライブ」と呼ぶ)。 

ヒント 


因 


Automn 機能じより EXPRESS 目 UILDER のマスターコント□-ルメニューが自動的に表 
示されます。 

<5 [ ソフトウエアのセツトァップ ]- 
[ESMPR0] をクリックする。 

ESMPR 0 セットアップが起動し、メ 
インメニューが表示されます。 



ネットワーク上の CD-ROM ドライブか5実行ずる場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブの rMC¥l ST.EXE」 を実行してください。エクスプ 
□ーラのネットワークコンピュータか5は起動しないでください。 
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ESMPRO セツトアップのメインメ 
ニューで [ ESMPRO / 
ServerMana 呂 er ] を選択する。 


国 

ヒント 


OS の種類に合わせて、選巧で 
きるメニユーが変わります。 
(インストールできないもの 
は、グレー表示になります） 




• ダブルクリックでメニューを選択すると同じダイア□グボックスを2つ表、ずるこ 
とびあります。[終了]ボタンをクリックしてどち5か一方のダイア□グボックス 
を閉じて < ださい。 

• セットアップの実行中に[キャンセル]ボタンをクリックすると、インストールを 
中止ずるかどうかをたずねるメッセージび表示されます。メッセージボックスで 
[中止]ボタンをクリックずるとインストールを中止できまず(メインメニューは表 
示されたままです)。ただし、途中までセットアップされたファイルの削除は行わ 
れません。 


^ [インス!ル]をクリックし、[次へ] 
ボタンをクリックする。 

W 降はダイア□グボックス中のメッ 
セージに従って操作を進めてくださ 
い。 

セツトアップが終了するとインストー 
ルの完了を知らせるダイア□グボック 
スが表示されます。 



巨 [0 K ] ボタンをクリックし、システム 
を再起動する。 


1 ^ 


囚 


み 



にはちを旣びぶ要です。 
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インストール後の補ち説明 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/131196「をインストールした場合は、次の点について磕認してください。 
ディスクアレイ監視について 

旧バージョンの ESM エージエントの管理を行う場合 

セキュリティについて (Windows 2000 /Windows NT 4.0のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

ESMPRO / ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / ActiveRecoveryManager との共存 

時の運用について 

Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上のを意 

サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

Windows から□グオフする場合 

データビューアからの DMI による電圧のしきい値設定について 

グラフビューアの動作について 

£31\/1ド1^0/3がソ6「1\/1911996「間での01\/11イ ベントの 転送 (こついて 

他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

複数のネットワークに属する ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンでの DMI イべントの受信について 

複数のネットワークに属する ESMPRO / ServerAgent マシンからの DMI イベントの受信について 

DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 

高負荷状態での ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の使用について 

DHCP の使用について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 闇のハ°ケ、ソトの送受信について 

PCI ホ、ソトプラグについて 

アラー トビ ューアの オプション設定;について 

SNMP トラ、ソプ送信先の設をについて 

SNMP トラ、ソプの受信について 

アラー トビ ューアに SNMP トラップを表示させないようにするには 

Windows 95( OSR 2) デスクトップ管理ツールについて 
£31\/1ド1^0/36「ソ6「1\/19り996「での01\/11エージエント監視について 

ESMPR 0 ユーザーグループ(デフォルト NvAdmin ) について 

夕ーミナルクライアントでの動作について （ Windows 2000 /Windows NT 4.0) 
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ディスクアレイ監視について 

ESMPRO / ServerManagertt 、 Mylex 、 AMI のディスクアレイシステムを監視できます。ただし、 
コンフィグレーションの変更などの管理は、ディスクアレイシステム専用の管理ツールをご利用く 
ださい。ディスクアレイコント□ーラごとの管理ツールは次のとおりです。 


型名 

ディスクアレイコント□—ラボードの種類 

管理ツールの種類 

N8 103-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N8 103-53 

Mylex AcceleRAID3 己2 


N8503-12 

Mylex DAC960PDU 


N8503-18 

SCSI コント□-ラ(ディスクアレイ 用） 


N8503-19 

Mylex DAC960PG(4MB SIMM) 


N8己 03-28 

Mylex DAC960PG(32MB SIMM) 


N8己 03-36 

Mylex DAC960PJ 

Global Array Manager (Client) 

N8503-36A 

Mylex DAC960PJ 

N8己 03-43 

Mylex DAC1164P ロチヤネル） 


N8己 03-44 

Mylex DAC960PTL 


N8己 03-49 

Mylex DAC1164P にチヤネル） 


N8503-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N8己03-己3 

Mylex AcceleRAID3 己 2 


- 

本体内蔵ディスクアレイコント□-ラ 


N8己 03-60 

AMI MegaRAID Elite 1500 


N8己 03-60A 

AMI MegaRAID Elite 1500 

Power Console Plus 

N8己 03-61 

AMI MegaRAID Enterprise 1500 



表は ESMPRO がサポートするディスクアレイコント□ー ラボードです。 

名■装置がサポートずるディスクアレイコント□ーラボードと異なる場合があります。 


旧バージョンの ESM エージェントの管理を行う場合 

この[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「で|日バージョンの[51\/|ド1^0/56「ソ6「八96がを使用しているサーバ 
も管理できます。ただし、表示できない項目があります。 

ESMPRO / ServerAgent 側も最新パージョンにアップデートすることをお勃めします。 


セ丰ユリテイについて (Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ) 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使用するためのセキュリティとして、 ESMPRO ユーザーグループを 
設をしてください。管理ツールのユーザーマネージャで ESMPRO ユーザーグループを作成し、 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「を使用するユーザに、この権限を与えてください。 

使用する ESMPRO ユーザーグループはインストール時に指定し、デフォルト 「 NvAdmin 」 となって 
います。 

また、このセキュリティを有効に機能させるために ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「は NTFS のドライブ 
にインストールすることを推奨します。 

ESMPRO ユーザーグループをグ □ ーバルグループとして登録する場合は、同じを前の □ ーカルグ 
ループがを在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラの場合は必ず 
グ□ーバルグループを指をするようにしてください。 
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他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

SNMP トラ、ソプの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーションと ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と 
が共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらか一方の製品で SNMP トラ、ソ 
プを受信できな<なることがあります。そのような場合は、下記に示す方まで回避することができ 
ます。 


【回避策1】 （Windows 2000/Windows NT 4.日のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが OS 標準の SNMP Trap Service を使用したトラップ受信 
をサポートしている場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「の設定を夕に説明する方まで変更する 
ことで回避することができます。 

£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のオぺレーションウィン ドウから [オプション] 一[カスタマイスー 
[自マネー ジヤ] でに NMP トラップ受信方法]をに NMP トラップサービスを使用する]に変更す 
る。 


ヒント 


SNMP トラップサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、初期 
状態ではサービスは開始していません。コントロールパネルのサービスを起動し 、 SNMP 
Trap Service を開始させてくださし、(スタートアップの種類を[自動]に設をしておくと便利で 
す)。 


ただし、下の制限があります。 

• NetWare サーバからの^乂プ〇トコルによるトラップを受信した場合、発信元のホスト 
を（サーバを）を特をできません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション]一[カスタマイズ]一[動作環境]で設をする、 
SNMP コミュニティをによるトラップパケットの受信制限機能が使用できなくなりま 
す。 

【回避策2】 


次に説明する ESMPRO / ServerAgent の「高信頼性通報機自 g 」 を使うと、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のアラート受信機能を正常に動作させることができます。 

高信頼性通報機能：サーバから ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「へのアラート転送を独自プ□卜 
コルで送信することにより、アラートを磕実に転送する機能。設定手 
順については [51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のマニュアルを参照してくだ 
さい。 

ただし、 W 下の制限があります。 

参他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できませ 
ん。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( NetWa 「 e 版)では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん >。 

• ESM/SM Ver .1.0 のエージェントでは高信頼性通報機能をサポートしていません。 

• アラート通報先として設を可能な数はエージェントのバージョンによります。 

Ver . 2.0/2.1: 1力所 

Ver .2.6: 16力所 

Ver . 3.0〜 3.8: 制限なし 


ESMPRO/ServerManager \/ がづ . 811 







ESMPRO/ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager との共存時の運用について 

同ーマシンに ActiveRecoveryManager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13り396「が共存する場合は、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「が正常に動作できないことがあリ 
ます。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「を使用するときじは仮想 IP ァドレスを使用するプ□グラムを停 
止してください。 


Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上のを意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を ON にするとき、システムの起動ドライブが正 
しく設をされていなかったり、フ□、ソピーデイスクドライブじフ□、ソピーデイスクが投入されたま 
まの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 


ヴスペンド/リジューム機能を要ずるマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の動作が不安定になる場合 
があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 


Windows か!5□グオフずる場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で□グオフ 
すると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じると□グオフ 
することができます。 


データビューアか!5の DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMI による電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設定が反映さ 
れるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインス!-ールされたマシンが電圧のしきい値設定に対応していない場 
合、しきい値設定に失敗します。 


グラフビューアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをクリック 
しても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。この現象はグラ 
フビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイズに戻すことができ 
よ^ 〇 
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ESMPRO/ServerManager 間通信での DMI イベントの乾送について 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「間通信では DMI ィべントは転送しません。 


他の DM 憎理アプリケーションとの共存について 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインストールされている場合、データビューアでの 
DMI 情報の表示やアラートビユーアでの DMI イベントの受信が正常に動作しないことがあります。 
ESMPRO / ServerManager と他の DMI 管理アプリケーシヨンは共存させないようにしてください。 


複数のネットワークに属ずる ESMPRO/ServerManager マシンでの 
DMI イベントの受信について 

複数のネ、ソトワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をイン 
ストールした場合 、 Windows NT 4.0では同じイベントを重複して受信することが 、 Windows 
95/98/ Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 


複数のネットワークに属ずる ESMPRO/ServerAgent マシンか!5の 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信できない 
ことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 


DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「& DMTF(Desktop Management Task Force ) が規定:している DMI 
(Desktop Management Interface ) 2.0 Conformance Requirements (こ対応してし^ます 0 


データビューアではじ(下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTF|Processor|001-009 

DMTFlSystem Memory Settings|001 

DMTF|Motherboard|001 

DMTF|Keyboa 「 d|001-003 

DMTF|Mouse|001-004 

DMTFiPointing Device|001 

DMTFlParallel Ports1001-003 

DMTFlSerial Ports1001-004 

DMTF|Disks|001-003 

DMTFiGeneral lnformation|001 

DMTFl Memory Device|001-004 

DMTFl Memory Array Mapped Addresses|001-002 

DMTFl Memory Device Mapped Addresses|001-002 

DMTFiPhysical Memory Array|001-002 

DMTFlOperating System1 001 


DMTFiPhysical Container Global Table|001-002 

DMTFiSystem BIOS|001 

DMTFl System Cache|001-003 

DMTFiSystem Slot|001-004 

DMTFl Video BIOS|001 

DMTF|Video|001-004 

DMTFl Network Adapter 802 Port|001 

DMTFl Network Adapter Driver|001 

DMTFl Power Supply|001-002 

DMTFiCooling Device|001-002 

DMTFiDisk Cont 「 olle 「 |001-002 

DMTFlDisks Mapping Table|001 

DMTF|FRU|001-002 

DMTFl Operational State1001-003 

DMTFiMass Store Mapping Table|001 
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DMTFiMass Store Segment Table|001 
DMTFiMass Store Logical Drives Table|001 
DMTFiMass Store Array Info Table|001 
DMTFiBus Global Table|001-002 
DMTFiPhysical Expansion Sites Table|001-002 
DMTFiPower Unit Global Table|001 
DMTFiCooling Unit Global Table|001 
DMTFlPartitionlO01-002 
DMTFiLogical Drives|001 
DMTFI Temperature Probe|001 
DMTFiVoltage Probe1 001 
DMTFiPhysical Memory|001-002 
DMTF I Monitor Resolutions|002 
DMTFiDynamic S 胤 es|001-002 
DMTF I Portable Battery|001-002 
DMTF I System Resources|001 
DMTF I System Resources 21001 
DMTFiSystem Resource IRQ lnfo|001 
DMTF I System Resource DMA lnfo|001 
DMTFiSystem Resource I/O lnfo|001 
DMTFiSystem Resource Memory lnfo|001 
DMTFiSystem Resource Device lnfo|001-002 
Health Contributor!Disk Space|001 
Health Contributor!Disk Failure Prediction! 001 
Health Contributor!Parity Error Detection1 001 
Health Contributor!Virtual Memory|001 
Health Contributor|Fans|001 
Health Contributor|Temperatures|001 


Health Contributor!Voltages|001 

Health Contributor!Intrusion Detection1001-002 

Health Contributor!POST Error Detection1 001 

Health Contributor!Boot Virus Detection1 001 

Intel I Baseboard Extensions|001 

Intel I Memory Controller|001 

Intel!Video Extensions|001-002 

IntellDriver lnfo|001-002 

Intel I Mouse Extensions|001-002 

Intel I Keyboard Extensions|001-002 

Intel I Waveform Audio|001-002 

IntellMIDI Audio|001-002 

Intel I Auxiliary Audio|001-002 

IntellDriver lnformation|002 

lntel|GetOSType|001 

lntel|GetOSVersion|001 

lntel|EnvironmentVars|001 

lntel|NTUserEnvironmentVars|001 

lntel|WinTasks1 61002 

IntellWinTasks 321002 

lntel|ProcessList|002 

lntel|NTDrivers|001-002 

Intel I DeviceDriverChain 1002-003 

IntellDriver Extensions! 001 

Inte け CPIPI001 

lntel|NetConnections|001 

Intel I System Resources Extensions|001 

LANDesk I Software 1 001 


アラートビユーアでは W 下の MIF グループの Event を受信します。 


EventGenerationi DMTF へへ Cooling Device 
EventGenerationiDMTF へへ Disk Controller 
EventGenerationiDMTF へへ Disks 

EventGenerationiDMTF へへ Mass Store Logical Drives Table 
EventGenera 甘 oniDMTF へへ Physical Container Global Table 
EventGenerationiDIVlTFAAPhysical Memory Array 
EventGenerationiDMTF へへ Power Supply 
EventGeneration | DMTF へへ Processor 
EventGeneration | DMTF へへ Temperature Probe 
EventGeneration I DMTF へへ Voltage Probe 
EventGeneration I Intel へへ Baseboard Fans 
EventGeneration| Intel へへ Baseboard Temperatures 
EventGeneration I Intel へへ Boot Virus Detection 
EventGeneration|Intel へへ Chassis Fans 
EventGeneration| Intel へへ Chassis Temperatures 
EventGeneration I Intel へへ Disk Failure Prediction 
EventGeneration I Intel へへ Disk Space 
EventGeneration|Intel へへ Intrusion Detection 
EventGeneration I Intel へへ Parity Error Detection 
EventGeneration|lnte|AAPOST Error Detection 
EventGeneration|Intel へへ Processor Fans 
EventGeneration|Intel へへ Processor Temperatures 
EventGeneration|Intel へへ Virtual Memory 
EventGeneration | Intel へへ Voltages 


アラートビューアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループじ(外か、上記グループで 
も DMTF 標準あるいは NEC 拡張]: i 外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプは Unknown とな 
り、データビューアとの連携は不可となります。 




高負荷状態での ESMPRO / ServerManager の使用について 


CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合 、 「ESM 
Base Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があります。 

通常 ESMPRO アプリケーシヨンは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷のため、 
通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されます。 

このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起動して 
ください。 


DHCP の使用について 


ESMPRO / ServerManager は IP アドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが動的に 
変わる DHCP は使用できません。 


ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケット 
の送受信について 


[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「と[51\/|ド1^0/5げソ6「八96が間では、下のようなタイミングでパケッ 
卜の送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるようなシステムでの運用には十分ごを意ください。 

• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設定した後、指定されたイン 
ターバルで 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を行った 
と含 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを On にしたとき 
参オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ閨通信の設を後、不を期に 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 0 S 起動時、オペレーションウィンドウじ登録されているすべての DMI エージェントに対して 
• データビューア起動後、約1分おきに 

• グラフビューア起動後、約1分おきに 

• 統計情報自動収集設を後、指定されたサーバに対して指をされたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきの定期的なポーリング * 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプ□パティで、"サーバ状態監視 I を Off 
にすることじより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のアイコ 
ンの色にサーバの状態が反映されな<なります。 
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PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に 、 PCI ホ、ソ トプラグにより当該サーバの構成を動的に 
変更した場合は、データビューアのツリーの再構築を行ってください。 

なお ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO / ServerManager マシンを登録済みで 
あれば、構成変更のタイミングで" Slot 状態"に関するトラップが ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「に送信 
されるため、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent マシンの構成が変更されたことを ESMPRO / 
ServerManagerlU で知ることができます。 


アラー トビ ユーアの オプシヨン設定について 

アラートビューアのオプション設定を変更し、 [0 K ] ボタンをクリックした後に、アラートビュー 
アを起動したまま 0 S のシャットダウンを行うと、変更された設定が保存されません。 

設定変更後 0 S のシャツトダウンを行う前に、アラートビユーアを終了させてください。 


SNMP トラップ送信先の設定について 

SNMP トラップの送信先として1 27.0.0. 1は設をしないでくださし、 


SNMP トラップの受信について 

本バージョンの ESMPRO / ServerManagertt 、 デフォルト設定では、 ESMPRO / ServerAgent が 
発行する SNMP トラ、ソプのみ受信/表示します。 

ESMPRO / ServerAgentU 外の SNMP コンポーネントが発行するトラップを受信したい場合は、イ 
ンストール後にじ(下の設定を行ってください。 

①ファイル 「 C:¥P 「 og「am Files¥ESMPRO¥ESMSM¥NV 目 ASE.DEF 」 を 「 C:¥P 「 og「am 
Files¥ESMPRO¥NV\A/ORK¥PU 目 UC¥T 「 ap 」 ディレクトリじつピーする。 

もし、 「 Trap 」 ディレクトリがない場合は 「 Trap 」 ディレクトリを作成してから 「 NV 目 ASE . DEF 」 
をコピー してください (C:¥P 「 og「am Files ¥ ESMPRO は ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「をインス 
トールしたディレクトリです）。 

③コピー後、 0 S を再起動する。 



ヒント 


イ也の ESMPRO 製品がインストールされている場合 

ESMPRO / Netvisor 等の ESMPRO 関連製品がインストールされている場合、ファイルがすでに存在 
することがあります。その場合、コピーする必要はありません。 
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アラー トビ ユーアに SNMP トラップを表示させないようにずるには 

本パージョンでは、 ESMPRO / ServerAgent がインストールされていない機器からの SNMP トラ、ソ 
プの内容も アラー トビ ユーア 上に表示されます。この場合、 アラー トビ ユーアでの タイプ欄には、 
SNMP Trap と表示されます。 

これらの情報をアラートビユーアに表示させたくない場合は、下の設定を行ってください。 

■ W 下の記述を $ WORKDIR ¥ public ¥ t 「 ap ¥ use 「. def じ追力□してください。このファイルがない場 
合は、新規に作成してください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage ^ C :¥ P 「 og「am Files¥ESMPRO 
にインストールした場合、 $ WORKDIR は C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO ¥ NVWORK となりま 
す。 


# SNMP トラップを受信しない。 
Enterprise : * 

GenericCoae : 0 
SpecificCoae :): く 
Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode :1 
SpecificCode :): く 
Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode : 2 
SpecificCode : * 

Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode : 3 
SpecificCode : * 

Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode : 4 
SpecificCode :): く 
Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode : 5 
SpecificCode :): く 
Logging : 0 

Enterprise : * 

GenericCode : * 

SpecificCode : * 

Logging : 0 
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Windows 95(0 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 

Windows 95( OSR 2) 付属のデスクトップ管理ツールと、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の DMI ィべン 
卜受信機能は共存することができません。 


【回避策1】 


DMI じよるサーバの管理（イベントの受信）を行う必要がない場合は t (下の手順により、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「の DMI ィべント受信機能を使用しないようにしてください。 


スタートメニュ—フ□グフムー ESMPRO ーサービス制御を実行し 、 Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更する。 

この後 OS の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP トラップは 
通常どおり アラー トビ ユーアに 表示されます。 


【回避策2】 


DMI によるサーバの管理(イベントの受信）を行う必要がある場合は下の手順により、デスク 
トップ管理 ツールを 削除してください。 

• スタートメニュー-^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更 

• ここで OS の再起動 

参コント□ールパネルーアプリケーションの追力□と削除でデスクトップ管理を削除 
• ここで OS の再起動 

• スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を自 
動に変更 

• ここで OS の再起動 

• スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher が開 
始状態になっていることを磕認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作しているコ 
ンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。 

情報の参照を行う DMI 管理アプリケーションが特にいなければ、削除しても問題ありません。 


ESMPRO / ServerManager での DMI 王ージェント監視について 


-台の DMI エージェントに対して、複数の DMI 管理マネージャ ( ESMPRO / ServerManager、Intel 
Landesk Client Manager など)から同時にアクセスすると、一時的に DMI エージェントからデー 
夕が返ま D されなくなり、データビューアのツリーが正しく表示されないことがあります。そのよう 
な場合は、しばらく待ってからツリーの再構築を行ってください。 
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ESMPRO ユーザーグルー プ(デフ オルト NvAdmin ) について 


ESMPRO/ServerManager は ESMPRO ユーザーグルー ス デフォルト NvAdmin ) によりセキュリ 
ティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと起動することができません。 

t (下の点にごを意ください。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス l -- ル後、 ESMPRO ユーザーグループの削除/さ)称変更 
などは行わないで<ださい。 

• ESMPRO ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録している場合、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「マシンの起動前にドメィンコント□ーラが起動するょぅに運用を行って<ださ 
い。 


夕ーミナルクライアントでの動作について (Windows 2000 /Windows NT 4.0) 

Windows NT Server 4.0 Terminal Server Edition および Windows 2000 Server , Advanced 
Server のターミナルクライアント上では[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「は動作しません。 
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Alert Manager SocketCR) Se... 


if 

閲化 

閲化 

閱化 

閒化 

閲化 

閒化 


Dmi Event Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


サーピスるが） が態 スタートアツフ’ 


停 xbia ?。 


白跡巧] 


閉じるを） 


ヘルフ♦(が 


アンインストール 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のァンィンストールの方法について説明します。 


アンインストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 


Windows 95/98/ Me の場合 

• すでに ESMPRO / Netvisor がインス I ―ル済みである場合は、 ESMPRO / ServerManager のア 
ンインス I -- ルを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor のサービスを停止させてく 
ださい。サービスの停止を行わなくてもアンインス!-ールできますが、セットアッププ□グラ 
ムの起動にかなりの時闇がかかることがあります。 

7 スタートボタンか5、[プ□グラム]- [ESMPRO] の順でポイントし、[サービス制御] 
をクリックする。 


[サービス制御]ダイア□グボックスが表示されます。 

P 一覧に表示されているすべての 
サービスを停止させる。 


何らかのサービスが起動していると、アンインス!-ール処理が遅くなることがあります。アン 
インス I -- ルを行う前にスタートボタンから[プ□グラム]-作 SMPRO ] をポイントし、[サー 
ビス制細をクリックし表示されたダイア □グボックスで一覧に表示されているすべてのサービ 
スを停止させてからアンインス I -ールしてください。 


ESMPRO / ActiveRecoveryManager 、 CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager 、 および ESMPRO / AlertManager との共 
存時のアンインス I ルについて 

上記製品をインス I -ールしている場合は、これらを先にアンインス I -ールしてから ESMPRO / 
56「ソ6「1\/13り396「をアンインストールしてください。 


厉サ ザス利刷 


アンインストール前の注意事頃 


孰勃孰孰孰孰 
QIHID 白白白白白白 
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他の ESMPRO 製品との共存時のアンインス I -ールについて 

ES MPRO / Se 「 ve 「 Manager と他の ESM PRO 製品が共存している場合に ESM PRO / 
36「ソ6「1\/1311396「をァンィンス I ルした場合は、システムを再起動してから使用を再開してくだ 
ぎい。 


ESMPRO / Netvisor との共存時に、 ESMPRO / Netvisor をアンインス 
卜ールした場合について 

[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「と[51\/1ド1^0/^1：ソ150「と[51\/1ド1^0/^1：ソ150「ルータ管理をインストー 
ルしている場合、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO / Netvisor ルータ管理をアンインス I -- ルし、 
ESMPRO / ServerManager だけで運用すると、オペレーションウィンドウが「定義ファイルに不整 
合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」と表示して 
起動できな<なります。 

ダイア□グボックスじ表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。次のファイル 
が削除対象になります。 

IPM 1 .DEF 

同様に、 ESMPRO / ServerManager ^ ESMPRO / Netvisor ^ ESMPRO/Netvisor HU 巨管理をイン 
ス I ルしていたときじ、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO/Netvisor HU 目管理をアンインス I 
ルして ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「だけで運用しようとすると、オペレーションウィンドウが「定:義 
ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してくださ 
い。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイア□グボックスじ表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。次 
のファイルが削除対象になります。 

AT 310 EM 1 .DEF 
ATHU 巨 M 1 .DEF 

この他の組合せでも ESMPRO / Netvisor と他の ESMPRO 関連製品を同時にインストールしている 
状態から、 ESMPRO / Netvisor のみをアンインストールした場合や AMIB 走:義ファイルをユーザが 
独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動できなくなることがあります。この 
場合もダイア□グに r を義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するか 
ファイルを削除してください。」というメッセージとともに該当ファイルをを表示します。該当 
ファイルを削除あるいは修正してください。 
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アンインストール 


アンインストールするときは次の手順に従ってください。 

7 ESMPRO フォルダを開いている場合はフォルダを閉じる。 

P 7〜8ぺージを参照して ESMPRO セットアップのメインメニューを表示させる。 

3 メインメニューか SESMPRO / ServerManager のセットアップを起動する。 

次のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4 [アンインス I -- ル]をクリックし、 

[次へ]ボタンをクリックする。 

ム(降はダイア □ グボ 、ソ クス中のメッ 
セージに従って操作を進めてくださ 
い。 
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